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応募要項印刷数（A3）　28000部
市内全小学児童・公共施設・協賛会社・過年度応
募者に配布

【市川写真家協会とは】
市川写真家協会は、市川市にゆかるのある職業写真家、写真作家で構成される団体で、
２００４年に発足。翌年より市川フォトフェスティバルを始め、この年で第１７回を数える。

【市川フォトフェスティバルの目的】
１）写真を通して自分たちの住む街を再認識し、郷土愛を育て、青少年の健全な育成を図る。１）写真を通して自分たちの住む街を再認識し、郷土愛を育て、青少年の健全な育成を図る。
２）市川市の魅力と実像を伝承し内外へ発信するとともに、写真の価値と社会的地位の向上
を目指す。

【市川フォトフェスティバルの特徴】
１）市川市内で撮影された写真のみを展示するフェスティバル。
２）「見つけた！私の市川」をテーマに、既存写真の模倣でなく自身の視点で撮影された写真を
重視。
３）出品側の満足だけでなく、来場者の投票により入賞が決定される鑑賞者参加型。３）出品側の満足だけでなく、来場者の投票により入賞が決定される鑑賞者参加型。

【市川フォトフェスティバルの開催概要】
１）「見つけた！私の市川」をテーマに小学生と一般から写真作品を募集。
小学生部門は市内全小学校在籍の約22,000人が対象。優秀作品には写真家協会賞を授与
およびアイリンクタウン展望室、シャポー市川にて展示。 
一般部門は、来場者による投票で上位40作品を決定。入賞作品として表彰およびアイリンク
タウン展望室と道の駅いちかわにて展示。 
２）「懐かしい市川」の写真展示 ２）「懐かしい市川」の写真展示 ※今回は会場の都合により割愛
収集または提供を受けた市川の古い写真を展示。一般家庭に眠っている貴重な写真の掘り起
こしと発表、アーカイブに努める。 
３）市川写真家協会会員と傘下クラブ会員の写真作品展示※今回は会場の都合により割愛
写真技術向上と写真文化発展のため、写真作品を展示する。

【開催による効果】
１)一般と小学生部門を設けることで、写真愛好家のみならず児童や家族などを含め、幅広い１)一般と小学生部門を設けることで、写真愛好家のみならず児童や家族などを含め、幅広い
人々にアプローチできる。
２）鑑賞者が自ら投票することで、積極的に写真を見る。市川の魅力がより伝わる。
３）小学生の写真は身近な日常が多く、南北に長い市川の地域性を表すものとなる。長い目
で見たときに暮らしの記録として有効である。一般の部においては、自身の写真作品の発
表の場として応募する方も少なくなく、技術向上や撮影場所の研究に余念のない方もいる。
やがては良い写真として還元される。
４）写真を撮ることで町の変化に気づく、訪れたことのない場所へ訪問する、郷土の伝統行事４）写真を撮ることで町の変化に気づく、訪れたことのない場所へ訪問する、郷土の伝統行事
や文化を知るなどの活動が見込まれ、経済活動を生み、郷土愛を育てる一助となる。
5）長期にわたり市内施設を巡回することで、興味のない方の目にも触れる機会が増える。
6）近年は外郭環状道路の開通により、景観や交通が大きく変化した。このような変遷を収集、
記録、保管することは、市川の将来においても価値がある。

当協会の理念である「写真文化の普及と発展に寄与する」に合致するイベント



参加型写真イベント
〇「見つけた！私の市川」のテーマで市内小学生、一般から写真を公募し、写真展を行っています。

   2021年度で17回目になります.



【千葉商科大学生との連携】

≪連携の概要≫
市川フォトフェスティバルの開催告知物（A2ポスター、市川フォトフェスティバルの開催告知物（A2ポスター、
A4チラシ、はがき）について、従前はプロのデザイナー
に制作を依頼していたが、若い年齢層にも関心を広げ
たいことから、千葉商科大学政策情報学部吉羽准教授
にご協力を賜り、２０１９年度よりゼミ生による制作を
依頼することとなった。（下部画像参照）

選考は当協会の理事会で行う。コンペ方式で採用作品と選考は当協会の理事会で行う。コンペ方式で採用作品と
次点作品には賞金を授与する。学生にとって授業の実習
から飛び出し実践の場になることで、より達成感の高い
取り組みになっている。
また今回は小学生の入賞作品選出や会場装飾にも参加また今回は小学生の入賞作品選出や会場装飾にも参加
いただいた。当協会としても、人数として手を借りられ
るだけでなく、アイディアや感性に新しい風が吹き込ま
れる良い機会となっている。

≪第17回市川フォトフェスティバルにおける成果≫

開催告知物については多数の秀作が提出され、選考は僅差の決選投票となった。採用作品に若干の校正を加え
印刷へと進んだ。市内小学校、公民館、図書館、店舗、協賛企業、市内外のギャラリーなどに印刷物が置かれるた
め、作者にとっては喜びを実感できるものとなった。全体作品展では、制作された候補作品を大判にしてゼミの
成果発表として展示、来場者にご覧いただくことができた。

また今回新しい取り組みとして、全体作品展の際に小学生作品の中から「商大生選出特別賞」として10作品を選んまた今回新しい取り組みとして、全体作品展の際に小学生作品の中から「商大生選出特別賞」として10作品を選ん
でもらった。自ら選ぶことで当事者意識が芽生えたと思う。作品から得たイメージは、初の試みとなったシャポー市
川の交流広場「むすぶば」で行われた巡回展の会場装飾とレイアウトに反映されたようである。それらをすべて吉羽
ゼミにお任せしたが、学生の柔軟な発想と色使いにより、楽しく明るい雰囲気の展示となった。これは大変評判が
よく、想像以上であり、小学生作品に相応しいものとして良い前例となった。様々な来場者を想定し、床に貼るシー
トの滑り具合を確かめるなど安全にも配慮した。

このように、市川フォトフェスティバルは「学生の力」という追い風を得て、その手法に伸びしろがあることを確認このように、市川フォトフェスティバルは「学生の力」という追い風を得て、その手法に伸びしろがあることを確認
できた。全体作品展、発表展、巡回展と長期にわたり会場を移し、市内公共施設に印刷物が置かれるため、千葉商
科大学との連携を広くアピールできることは、大学にとってもゼミにとっても地域貢献のイメージを上げる機会
となっているであろう。コロナ禍にあって開催が危ぶまれたり、学生の登校がままならない中で、労を厭わず3年
継続して制作いただけたことに大変感謝している。今後も協力体制を維持していきたい。



千葉商科大学　政策情報学部　
吉羽准教授ゼミによる

開催告知ポスター第3回コンペ作品

市川写真家協会理事会にて協議し
採用作品を決定

以下　説明資料 （開催告知物／各展示内容）












